
米国の貿易赤字とトランプの政策転換
リーマンショックで金融資本主義や新自由主義は終わった。リーマンショック後、FRBはデフレ回避と
いう大義名分の「バブル飛ばし（損失先送り策）」をやってきた。金融資本主義が格差の拡大と富

の偏在で終焉を迎え、保護主義・孤立主義が台頭。
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出所：セントルイス地区連銀
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米国の経済政策とドル相場
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ドルインデックス先物（週足）と波動カウント
ドルは既に天井を付けている
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出所：筆者作成



NYダウ（週足）
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出所：筆者作成
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1998年と2019年のNYダウのアナログチャートモデル

出所：筆者作成



バフェット指標
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出所：https://www.gurufocus.com/stock-market-valuations.php

https://www.gurufocus.com/stock-market-valuations.php


バークシャーハサウェイの現金ポジションとS&P500の推移
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出所：https://www.marketwatch.com

https://www.marketwatch.com/


ウォーレン・バフェットは暴落する前に株を売り、
暴落すると株を買うという逆張り投資家

• ウォーレン・バフェットのバークシャーハサウェイの現金比率は2016年以降
上昇し、現在手元現金が1110億ドル（約12兆円）に達している。

• 投資 するものがないので自社株買いをする（バフェットとしてはそれが一番
安全 だということだろう・・）と言っているが、次の危機に備えた動きだろう。

• バ フェット指数（米国株式市場の時価総額の名目GDPに対する比率）
が 150％を超えている現状では、バフェットは少なくとも長期の買いポジ
ション を持つ時期ではないという判断のようだ。

• バークシャーハサウェイの現金ポジションの前回のピークは、金融危機直前
の2007年末の433億ドルである。2008年にはリーマン危機の最中、ゴー
ルドマンサックスの株を安く手に入れて大儲けしたが、2008年末の現金ポ
ジションは255億ドルに減っていた。

• ウォーレン・バフェットは暴落する前に株を売り、暴落すると株を買うという逆
張り投資家だ。これは、なかなかできることではない。人間の心理に素直に
従って投資行動をすると、暴落する前に株を買い、暴落すると株を売らざる
を得ないというバフェットと逆の行動になってしまうのである。
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NYダウと日経平均のパフォーマンス 1987年～2019年
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出所：ヤフーファイナンス



Ｓ＆Ｐ495とビッグ5（2013年～2017年）
S＆P500の上昇は、2013年中旬以降、年率わずか6.1％に過ぎない。一方、ビッグ5指数は同

期間に57.3％とべらぼうに高い評価をされている。
＊ビッグ5（アップル・アマゾン・グーグル・フェイスブック・マイクロソフト）
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出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート（パンローリング）



アマゾン（年足）
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出所：筆者作成



アマゾン（週足）

13出所：筆者作成



ドイツ銀行（日足）
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出所：筆者作成



ドイツ銀行（週足）
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出所：筆者作成



ドイツ銀行（月足）
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出所：筆者作成



ゼネラルエレクトリック（月足）
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出所：筆者作成



ゴールド先物（月足）
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出所：筆者作成



ブログ『石原順の日々の泡』
https://ishiharajun.wordpress.com/
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https://ishiharajun.wordpress.com/


–FXや株で勝てる！？石原順さんの順張りと逆張りインジケーター
YouTube

石原順さんにオリジナル・インジケータについて聞いてみた
https://www.youtube.com/watch?v=2J1epKp6HaE
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https://www.youtube.com/watch?v=2J1epKp6HaE


ポンド/ドルの日足と週足

21
出所：カスタムチャート（パンローリング）



ゴールド先物の日足と週足
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出所：カスタムチャート（パンローリング）


